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発注事務に係る綱紀の保持の徹底について

発注事務に係る綱紀の保持については、従来からその徹底を図っているところであ

るが、昨今、公共工事以外の発注においても、不正な行為が明らかになっていること

は、誠に遺憾である。

綱紀の厳正な保持に当たっては、服務の規律の確保を図るとともに、各法令の遵守

はもとより、国民の疑惑を招くような行為は現に慎む必要があり、部局の長自らが率

先してこれに取り組むべきものである。

ついては、公共工事のみならず、発注事務全般について、「発注者綱紀保持委員会

」（以下「委員会」という。）の活用を図るなど、綱紀保持を改めて徹底するととも

に、的確な職務執行を図られたく、通知する。

なお、発注事務全般について委員会の調査審議対象とすべく、「地方整備局発注者

綱紀保持委員会標準規則」（平成１７年１０月７日付け国官地第３０号の別添）第１

条及び第２条第１号中「公共工事の」を「地方整備局における」に改めることとするの

で必要な措置を講じられたい。
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○地方整備局発注者綱紀保持委員会標準規則（平成１７年１０月７日 国官地第３０号の別添）新旧対照表
【下線部分は改正部分】

新 旧

記 記

（趣旨） （趣旨）
第１条 「入札談合の再発防止対策について」（平成１７年７月２９日国土交通 第１条 「入札談合の再発防止対策について」（平成１７年７月２９日国土交通

省入札談合再発防止対策検討委員会）を踏まえ、会計法令、独占禁止法、入札 省入札談合再発防止対策検討委員会）を踏まえ、会計法令、独占禁止法、入札
契約適正化法その他の発注事務に係る関係法令の遵守はもとより、国民の疑惑 契約適正化法その他の発注事務に係る関係法令の遵守はもとより、国民の疑惑
を招かないよう地方整備局における発注事務に係る綱紀の保持を図るため、地 を招かないよう公共工事の発注事務に係る綱紀の保持を図るため、地方整備局
方整備局に発注者綱紀保持委員会（以下「委員会」という。）を置く。 に発注者綱紀保持委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（委員会の事務） （委員会の事務）
第２条 委員会は、次に掲げる事項を調査審議する。 第２条 委員会は、次に掲げる事項を調査審議する。

一 地方整備局における発注事務に係る綱紀の保持（以下「発注者綱紀保持」 一 公共工事の発注事務に係る綱紀の保持（以下「発注者綱紀保持」とい
という。）のための規程に関すること う。）のための規程に関すること

二～六（略） 二～六（略）


